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榔
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靭
掏
締
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薫
蓼
藝
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導
肛
燕
涎
即
Ｋ

回
６
）

労
働
条
件
（主
に
就
業
規
則
）

の
統

一
後
は
、
基
幹
人
事
制
度

（等
級

。
評
価

・
報
酬
）
の
統

合
に
移
る
。
そ
の
方
法
は
大
別

す
る
と
３
つ
だ
。

１
つ
は
両
社
の
現
行
制
度
を

当
面
併
存
し
、
統
合
後
に
緩
や

か
に
統
合
す
る
方
法
だ
。
こ
の

場
合
、
社
員
の
心
理
的
な
抵
抗

感
は
少
な
い
が
、
組
織
の
融
合

が
遅
れ
、
出
身
会
社
に
よ
る
格

差
も
残
る
た
め
、
社
員
が
不
公

平
感
を
抱
く
可
能
性
が
あ
る
。

２
つ
目
は
ど
ち
ら
か

一
方
の

現
行
制
度
を
採
用
す
る
方
法

だ
。
こ
の
場
合
、
統
合
直
後
か

ら
人
事
制
度
を
ス
タ
ー
ト
で
き

る
が
、
新
会
社
の
方
向
性
と
人

事
制
度
が
合
致
し
な
い
場
合
、

現
行
制
度
の
課
題
を
引
き
ず

っ

た
ま
ま
制
度
運
用
が
行
わ
れ
る

こ
と
と
な
る
。

３
つ
目
と
し
て
新
た
な
制
度

を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
構
築
す
る
方

法
が
あ
る
。
設
計
ま
で
に

一
定

期
間
を
要
す
る
上
、
統
合
ま
で

に
各
社
人
事
担
当
者
が
議
論
し

ヽ
―
マ
罠
ｏ
糎
黙
米
側
興

皿
　
皿
ざ

駅
８
購
〓
Ｒ

匝
舗
弊

を
最
も
確
実
に
実
現
で
き
る
方

法
と
い
え
る
。

実
際
の
新
制
度
の
導
入

・
移

行
に
は
様
々
な
問
題
が
伴
う
。

統
合
対
象
と
な
る
各
社
の
等
級

定
義
や
評
価
基
準
は
各
社
各
様

な
こ
と
が

一
般
的
だ
。
共
通
の

物
差
し
で
比
較
す
る
の
が
難
し

い
場
合
、
社
員
の
等
級
を

一
度

仮
設
定
し
て
統
合
後
の
評
価
で

正
式
な
等
級
を
決
定
し
た
り
、

統
合
後

一
定
期
間
に
新
た
な
ル

ー
ル
で
新
等
級
を
決
定
し
た
り

と
い

っ
た
工
夫
が
必
要
だ
。

仮
に
部
長
や
課
長
な
ど
の
職

位
が
同
じ
で
も
報
酬
水
準
が
異

な
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
場
合
、

報
酬
水
準
が
高
い
方
に
合
わ
せ

る
と
大
幅
な
人
件
費
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
り
、
低
い
方
に
合
わ
せ

る
と
給
与
減
額
と
な
る
社
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ウ
ン
を
招

く
。
最
悪
の
場
合
は
人
材
流
出

や
不
利
益
変
更
に
よ
る
訴
訟
リ

ス
ク
を
招
く
。
新
会
社
の
報
酬

水
準
は
今
後
の
組
織
戦
略
、
各

社
の
現
行
総
額
人
件
費
、
世
間

相
場
等
を
勘
案
し
て
決
定
す
る

こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。

基
幹
人
事
制
度
を
統
合
す
る

際
に
は
報
酬
水
準
の
統

一
や
各

社
で
異
な
る
諸
手
当
の
統
廃
合

に
伴
い
、
不
利
益
変
更
が
生
じ

る
可
能
性
が
あ
る
。
現
行
制
度

に
比
べ
て
条
件
が
低
下
す
る
社

員
が
発
生
す
る
場
合
は
激
変
緩

和
措
置
な
ど
の
施
策
を
打
つ
必

要
が
あ
る
。
新
会
社
の
経
営
陣

は
そ
の
分
の
コ
ス
ト
も
見
積
も

る
必
要
が
あ
る
。

新
会
社
の
基
幹
人
事
制
度
は

社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
働

き
方

に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ

す
。
出
身
元
が
異
な
る
様
々
な

社
員
を
共
通
の
方
向
に
動
機
づ

け
る
に
は
人
事
制
度
に

「
合
理

性
」
と

「
公
平
性
」
が
求
め
ら

れ
る
。

（ク
レ
イ
ア

ｏ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
　
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
桐
ケ
谷
優
）

臓世　に設喘湊准
「めあ社“議鯵守

M&Aにおける人事管理 ⑦
基幹人事制度続含時の
主な留意点

制度統合、合理性・公平性で

ジメント請

新組織の事業環境や労働市

場にフイットした人事制度
の構築 (含理性)

両社社員のモチペーション
向上と一体感醸成 (公平性)

労働条件の不利益変更への

対応


